
第２回 洲本市下水道事業審議会 2024.8.9
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日 程 議 題
第１回 令和6年 5月 ・下水道事業の現状

・排水量の見通し
・財政収支の見通し
・現状の問題点･課題

第２回 令和6年 8月 ・現行の使用料体系
・使用料見直しの事例整理
・使用料見直しの方向性

第３回 令和6年 10月 ・使用料見直し（案）

第４回 令和6年 12月 ・答 申

審議会スケジュール（予定）
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第１回審議会の振り返り
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他会計繰入金（億円）（再掲）

基準内 基準外

予 測実 績 増加傾向

・洲本市では、基準外繰入金が令和9年から1.0億円を超え、年々増加する見通しであ
り、更なる経営改善努力が必要となっている。



１.現行の使用料体系
① 洲本市の使用料体系と使用状況
② 淡路島２市との比較
③ 兵庫県内における洲本市と類似団体の比較
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・洲本市の下水道使用料は一般汚水
と公衆浴場の2つの用途に分類され
る。
・一般汚水は、基本使用料が990円/
月となっており。1m3から従量使用
料が発生する。使用量に応じた逓増
型であり、1ヶ月20m3あたりの使用
料は、2,530円/月（990円+22円
×10m3+132円×10m3）となる。
・公衆浴場は、一般汚水と同様に
1m3から従量使用料が発生するが、
1m3当たりの使用料単価が一定のた
め、使用水量が大きくなると一般汚
水より安価となる。
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①洲本市の使用料体系



・洲本市全体（公共、特環、コミプラ）の令和4年における下水道使用状況を整理す
る。
・契約件数が最も多い使用水量区分は0〜10m3、次いで11〜20m3、21〜30m3と続
く。公衆浴場は1件のみである

●令和４年度の下水道使用状況
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・一方、使用料収入が最も多い使用水量区分は1001〜5,000m3、次いで11〜20m3、0
〜10m3と続く。

7



3,322 

2,750 
2,530 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

淡路市 南あわじ市 洲本市

（円/月） 20m3あたりの下水道使用料（一般汚水）

・淡路島３市の一般汚水に係る下水道使用
料について比較する。
・洲本市は淡路島３市の中で最も安価な使
用料となっている。
・洲本市のみ基本使用水量区分はなく、
1m3から従量使用料区分となっている。
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②淡路島２市との比較（一般汚水）
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③兵庫県内における洲本市と類似
団体との比較
●類似団体の整理
・「令和4年度経営比較分析表類似団
体区分一覧（総務省）」より、兵庫県
内における洲本市と類似団体に属する
事業体を整理する。
・公共下水道では稲美町、上郡町、香
美町の3事業体、特環下水道では、淡
路島2市を含む20事業体が洲本市と類
似団体とされている。
注）公共下水道とは旧洲本市で実施し
ている下水道事業、特環下水道とは旧
五色町で実施している下水道事業

9

区

分

D1

D2

D3

30年以上

15年以上

15年未満

特環下水道

（参考）

淡路市、洲本市、南あわじ

市、姫路市、相生市、加古川

市、西脇市、川西市、三田市、

加西市、丹波篠山市、養父市、

丹波市、朝来市、加東市、たつ

の市、稲美町、福崎町、神河

町、太子町、上郡町、新温泉町

21

133

545

38

淡路市、西脇市、養父市、朝

来市、宍栗市、多可町、福崎

町、新温泉町

洲本市、稲美町、上郡町、香

美町

兵庫県内の類似団体

138

170

20

100

194

団体数

21

32

31

49

2

4

8

12

155

26

3

23

23

9

56

8

25

2

63

13

Cc3

Cd1

Cd2

Cd3

Cc1

Cc2

Ca

Cb1

Cb2

Cb3

Bb1

Bb2

Bc1

Bc2

Bd1

Bd2

類型

区分

政令市等

Aa

Ab

Ac1

Ac2

Ad

Ba

30年以上

30年以上

30年未満

30年以上

30年未満

供用開始後

年数別区分

30年未満

30年以上

15年以上

15年未満

30年以上

15年以上

15年未満

30年未満

30年以上

15年以上

15年未満

10万以上

処理区域内

人口密度区分

100人/ha以上

75人/ha以上

50人/ha未満

3万未満

公

共

下

水

道

3万以上

処理区域内

人口区分

政令市等

100人/ha以上

30年以上
50人/ha以上

75人/ha以上

50人/ha以上

50人/ha未満

25人/ha未満

25人/ha以上

50人/ha以上

75人/ha以上

兵庫県内における洲本市と類似団体（法適用）



4,587 

3,080 

2,530 

2,013 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

香美町 上郡町 洲本市 稲美町

（円/月） 20m3あたりの下水道使用料（一般汚水）

●類似団体との比較（公共）
・洲本市は類似団体の中でも安価な水
準となっている。
・洲本市のみ基本使用水量区分はな
く、1m3から従量使用料区分となって
いる。
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２.使用料見直しの事例整理
① 兵庫県内における使用料見直し事例
② 過去10年間における使用料見直し事例
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①兵庫県内における使用料見直し
事例
・兵庫県内における下水道使用料見直し
の事例を各事業体のHPや広報誌等より整
理する。
・見直しケースでは、基本使用料の中に
基本水量を付与しないケースに変更して
いる事業体が増えていることが分かる
（A→B）。
・各排水量区分毎の平均改定率は約20％
であるが、特に猪名川町では50％を超え
ている（p13〜20）。
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兵庫県内における使用料見直し事例（HP等公表分）

使用料見直しの分類
Ａ

（基本水量あり）

Ｂ

（基本水量なし）

Ｃ

（1人当たり）

基本使用料 0～■m3 0m3 -

従量使用料 ■m3～ 0m3～ -

- - 1人当たりで単価設定

体　系

二部使

用料制

定額使用料制

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

（１） 洲本市 H18.4 ○ ● 水量区分変更

（２） 小野市 R6.4 ○ ● 水量区分変更

（３） 太子町 R5.7 ○ ○

（４） 相生市 R4.4 ○ ○

（５） 三田市 R3.10 ○ ● 水量区分変更

（６） 丹波市 R2.4 ○ ●

（７） 神戸市 R2.4 ○ ●

（８） 神河町 R2.4 ○ ● 水量区分変更

（９） たつの市 R1.10 ○ ○

（１０）姫路市 H29.4 ○ ● 水量区分変更

（１１）宝塚市 H28.6 ○ ○

（１２）豊岡市 H28.4 ○ ○

（１３）稲美町 H27.10 ○ ○

（１４）朝来市 H23.4 ○ ○

（１５）播磨町 H22.4 ○ ○

（１６）赤穂市 H22.1 ○ ○

（１７）加西市 H20.4 ○ ○ 一律改定

（１８）川西市 H16.4 ○ ○

（１９）尼崎市 H15.6 ○ ● 水量区分変更

（２０）芦屋市 H14.4 ○ ○

（２１）猪名川町 H8.4 ○ ○

17 3 1 12 9 0

現行使用料

全　体/平　均

市町村
（HP等公表分のみ）

値上げ年
旧使用料

主な見直し点等



●排水量区分毎の下水道使用料の新旧比較（一般汚水）
・各排水量区分毎で平均して約20％の見直しを実施している。
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旧使用料 現行使用料 値上げ率

一般汚水 基本使用料 0m3 1,150円 600円

従量使用料 ～ 10m3 66円

10m3 ～ 20m3 138円 151円 9.42%

20m3 ～ 50m3 166円 182円 9.64%

50m3 ～ 100m3 195円 214円 9.74%

100m3 ～ 200m3 232円 255円 9.91%

200m3 ～ 500m3 269円 295円 9.67%

500m3 ～ 301円 331円 9.97%

平　均 9.67%

区分 使用水量

9.57%

単価表（税抜）
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単価表（税抜）
旧使用料 現行使用料 値上げ率

一般汚水 基本使用料 ～ 5m3 1,047円 1,173円 12.03%

従量使用料 5m3 ～ 10m3 38円 42円 10.53%

10m3 ～ 20m3 142円 159円 11.97%

20m3 ～ 30m3 180円 201円 11.67%

30m3 ～ 50m3 200円 224円 12.00%

50m3 ～ 100m3 219円 245円 11.87%

100m3 ～ 200m3 238円 266円 11.76%

200m3 ～ 247円 276円 11.74%

公衆浴場 基本使用料 ～ 5m3 1,047円 1,173円 12.03%

従量使用料 5m3 ～ 10m3 38円 42円 10.53%

10m3 ～ 47円 52円 10.64%

平　均 11.91%

区分 使用水量



●播磨町（H22.4改定）
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単価表（税抜）
旧使用料 現行使用料 値上げ率

一般汚水 基本使用料 ～ 10m3 700円 850円 21.43%

従量使用料 10m3 ～ 20m3 80円 100円 25.00%

20m3 ～ 30m3 90円 110円 22.22%

30m3 ～ 50m3 100円 120円 20.00%

50m3 ～ 100m3 120円 145円 20.83%

100m3 ～ 200m3 150円 180円 20.00%

200m3 ～ 300m3 180円 215円 19.44%

300m3 ～ 220円 265円 20.45%

平　均 21.04%

区分 使用水量
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単価表（税抜）
旧使用料 現行使用料 値上げ率

一般汚水 基本使用料 ～ 10m3 1,100円 1,430円 30.00%

従量使用料 10m3 ～ 20m3 150円 195円 30.00%

20m3 ～ 30m3 160円 208円 30.00%

30m3 ～ 50m3 190円 247円 30.00%

50m3 ～ 100m3 220円 286円 30.00%

100m3 ～ 200m3 280円 364円 30.00%

200m3 ～ 330円 429円 30.00%

公衆浴場 基本使用料 ～ 10m3 1,100円 1,430円 30.00%

従量使用料 10m3 ～ 150円 195円 30.00%

臨時汚水 基本使用料 ～ 10m3 3,000円 3,900円 30.00%

従量使用料 10m3 ～ 340円 442円 30.00%

平　均 30.00%

区分 使用水量



②過去10年間（H25〜R4）における使用料見直し事例
・「下水道事業経営指標・下水道使用料の概要（総務省HP）」より直近10年間（H25
〜R4）において、下水道使用料を見直した202事業体（公共下水道・法適）のうち、
関⻄地方において値上げを実施した事業体は32事業体であった（重複除く）。
・その平均改定率は16％である。
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３.使用料見直しの方向性
① 下水道事業の経営原則
② 使用料体系の種類
③ 使用料見直しのイメージ
④ 使用料見直しの方向性
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・公共下水道事業は、地方
財政法上の公営企業とさ
れ、その事業に伴う収入に
よって経費を賄い、自立性
をもって事業を継続し（独
立採算の原則）、その経費
（原価）は受益者からの使
用料で賄うことが基本と
なっている（受益者負担の
原則）（地方公営企業法等
より）。
・下水道事業に係る経費の
負担区分は、「雨水公費・
汚水私費」が原則である。

①下水道事業の経営原則

27

（国土交通省HPより）



・令和4年度において洲
本市は、私費負担部分
2.2億円に対して使用料
収入1.8億円となってお
り、残りの0.4億円は基
準外繰入金等で賄って
いる。

28

（国土交通省HPより作成）
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→1世帯当たり、1人当たりで設定

→水道料金の一定割合で設定

・使用料体系には下記のような種類があり、洲本市は二部使用料制に累進使用料制、
用途別使用料制を組み合わせて採用している。

②使用料体系の種類

29（国土交通省HPより）



・使用料見直しは基本使用料や従量使用料、また水量に応じてどの区分を値上げす
るのか等を検討することになる。
・現行使用料に対して以下の３つの見直しケースが挙げられるが、使用者間におけ
る負担の公平性を確保するために一律値上げをしたケース１が基本となる。
・他にも使用水量が多いほど値上げするケース２や、契約件数の多い小水量区分の
値上げを大きくするケース３も考えられる。

③使用料見直しのイメージ

30

見直しイメージ

ケース１（一律） 基本使用料及び従量使用料ともに一律値上げした
ケース

ケース２（逓増度大） 小水量区分の値上げを抑え、ケース１よりもいっそ
う逓増度を増したケース

ケース３（逓増度小） 小水量区分の値上げを大きくし、ケース１よりも逓
増度を抑えたケース

基本
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・使用料算定期間とは、財政計画等の計画期間における収支見通しを踏まえ
て、下水道使用料算定のために使用料対象経費を算定する期間のことで一般
的に3〜5年程度に設定される（「下水道使用料算定の考え方2016年度版
（日本下水道協会）」）。
・今回の見直し検討において使用料算定期間は5年とし（R8〜R12）、排水
量の減少等による減収と近年の物価上昇も踏まえて、今後も定期的に使用料
見直しの検討を実施していく。
・使用料対象経費とは、汚水処理に係る維持管理費及び資本費のうち、公費
負担部分を除いた全額のこと（国土交通省HPより）。
・使用料対象経費（汚水処理費）は近年の物価上昇等の影響もあり年々増加
し、今後はさらに増加する見込みである（次頁参照）。

④使用料見直しの方向性
●使用料算定期間と使用料対象経費
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・経費回収率とは汚水処理費に要した費用に対する使用料収入の割合のこと
で（使用料収入÷汚水処理費×100）、100％未満になると汚水処理費を使用
料収入で賄えていないことを示す。
・「独立採算の原則」や「受益者負担の原則」の観点から経費回収率は
100％以上であることが望ましい。
・令和4年実績について、公共下水道で93.6％、特環下水道で41.2％であり、
ともに県内平均を下回っている（次頁参照）。

●経費回収率ついて
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（「令和4年度兵庫県内市町公営企業の経営指標（R5.9兵庫県総務部市町振興課）」より）



R08 R09 R10 R11 R12 5年平均

78.6 79.0 79.2 77.9 77.8 78.5

86.5 86.9 87.1 85.7 85.6 86.3

90.4 90.8 91.0 89.6 89.5 90.3

94.3 94.8 95.0 93.5 93.4 94.2

98.3 98.7 99.0 97.4 97.3 98.1

100.6 101.1 101.3 99.7 99.6 100.5

102.2 102.7 102.9 101.3 101.2 102.030％見直し

現行使用料

10％見直し

15％見直し

20％見直し

25％見直し

28％見直し

・現行使用料の場合、算定期間に
おいて経費回収率は80％を下回
る。
・算定期間において経費回収率
100％を目標とする場合、28％程
度以上の使用料見直しが必要とな
る。

●使用料見直しについて
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・洲本市下水道では平成17年度（平成18年2月）の旧洲本市と旧五色町の合
併後、下水道使用料の見直しを行っておらず、現在で18年が経過している
（R6時点）。

・近年はエネルギーコストの高騰等により今後も汚水処理にかかる費用は増
加傾向にある（p32）。

・下水道事業は地方公営企業であり必要な経費は受益者からの収入を持って
賄う必要があることから、持続的な下水道事業経営のためには、定期的な下
水道使用料の見直しが必要であり、5年を算定期間として改定率30％を目途
とした使用料改定が必要となる。

●まとめ
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